
高
山
寺
蔵
『
四
巻
抄
聞
書
』
に
つ
い
て

目
　
　
次

一
、
は
じ
め
に

二
、
書
誌

三
、
注
者
な
ら
び
に
成
立
年
・
成
立
事
情

四
、
原
典
『
四
巻
抄
』
に
つ
い
て

五
、
お
わ
り
に

柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

「
　
は
じ
め
に

高
山
寺
経
蔵
に
『
四
巻
抄
聞
書
上
　
三
』
と
い
う
内
題
（
た
ゞ
し
本
文
と
は
別
筆
）
を
も
つ
、
康
安
元
年
（
二
二
六
一
年
）
書
写
の
片
仮
名
交
り

注
釈
書
一
軸
が
伝
存
す
る
。
興
然
（
二
二
〇
l
二
〇
三
）
授
述
の
『
四
巻
抄
』
を
、
明
恵
上
人
高
弁
の
法
系
に
つ
な
が
る
弁
耀
な
る
僧
が
伝
受

し
た
と
こ
ろ
に
も
と
づ
い
て
注
釈
し
た
も
の
を
、
康
安
元
年
に
慈
弁
な
る
僧
が
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
四
巻
抄
』
は
小
野
流
相
承
の
濯
頂
な

ら
び
に
諸
尊
法
諸
作
法
等
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
注
釈
も
仏
書
で
あ
っ
て
、
内
容
的
に
変
化
に
乏
し
い
が
、
日
本
語
研
究
資
料
と
し

て
興
味
あ
る
事
象
も
い
く
ら
か
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
弁
耀
が
こ
の
書
を
注
釈
し
た
年
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
建
武
年
間
か
そ
の
後
か

と
見
ら
れ
、
日
本
語
研
究
上
未
開
拓
の
時
期
の
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
本
稿
は
、
筆
者
が
課
題
の
一
と
し
て
い
る
テ
ー
マ
中
世
片
仮
垂
父
り

高
山
寺
蔵
『
四
巻
抄
聞
書
』
に
つ
い
て
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三
六

注
釈
書
類
の
研
究
の
一
環
と
し
て
、
そ
の
一
つ
の
資
料
を
紹
介
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
基
礎
的
な
こ
と
が
ら
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

こ
、
書
　
　
　
誌

巻
子
本
。
樺
紙
。
新
装
紺
色
布
表
紙
。
縦
二
九
・
三
糎
、
桟
約
一
〇
五
四
糎
。
約
四
八
糎
の
長
さ
の
紙
二
二
紙
を
つ
な
ぐ
。
巻
尾
一
紙
は
終
り

の
部
分
が
少
々
切
れ
て
い
る
。
全
体
を
裏
打
す
る
。
裏
打
は
本
文
の
料
紙
よ
り
も
更
に
十
八
糎
く
ら
い
長
い
。
外
題
は
新
装
題
策
に
「
四
巻
抄
開

音
上
」
と
墨
書
。
次
の
内
題
が
あ
る
が
、
室
町
時
代
の
後
筆
と
見
ら
れ
る
。

田
巻
抄
聞
書
上
一
二
　
勧
修
寺

本
文
四
六
七
行
。
図
二
あ
り
。
次
の
本
奥
書
が
あ
る
。

己
上
三
巻
師
口
等
如
此
注
置
之
然
而
定
僻
／
案
多
者
欺
遂
可
見
也
　
二
月
晦
日
伝
受
了
括
／
金
剛
仏
子
弁
耀

奥
書
の
あ
と
に
数
行
追
記
が
あ
り
、
最
後
に
次
の
書
写
奥
書
が
あ
る
。

康
寒
元
年
五
月
六
日
以
東
坊
本
書
写
之
／
了
東
寺
宋
資
慈
弁

原
典
『
四
巻
抄
』
は
そ
の
名
の
如
く
四
巻
で
あ
る
が
、
こ
の
間
書
は
別
筆
内
題
に
「
上
　
三
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
巻
一
と
巻
二
と
を
注
釈

し
て
い
る
。
巻
三
・
巻
四
の
注
釈
、
す
な
わ
ち
『
四
巻
抄
聞
書
下
』
が
存
し
た
か
も
知
れ
庵
い
が
伝
存
し
な
い
。
む
し
ろ
、
巻
「
二
を
一
括
し

て
奥
書
を
付
し
て
、
「
巳
上
一
二
巻
師
口
等
如
此
注
置
之
」
と
わ
ざ
わ
ざ
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
も
と
も
と
四
巻
の
う
ち
二
巻
し
か

注
釈
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
重
文
第
二
部
一
〇
五
号
。

三
、
注
者
な
ら
び
に
成
立
年
・
成
立
事
情

注
者
は
奥
書
に
よ
っ
て
弁
耀
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
弁
輝
が
何
人
か
に
伝
受
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
注
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。
弁
輝
は
高
山
寺
所



（1）

蔵
の
血
脈
類
に
見
え
る
。
そ
の
「
広
沢
血
脈
栂
尾
流
」
の
法
系
図
か
ら
関
係
部
分
の
み
を
引
く
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

方
便
智
院
開
基
　
同
軍
一
　
　
　
同
夢
二
　
　
　
　
同
頗
四

○
高
弁
　
－
　
　
定
真
　
－
　
仁
真

空
達
上
人
　
　
　
玄
密
上
人

ー
仁
弁
　
　
－
　
　
弁
耀

空
明
上
人
　
　
　
空
悟
［
〓
］

○
高
弁
－
1

定

真

仁
真
　
　
－
　
　
仁
弁

方
便
智
院
空
達
上
人
同
院
竺
先
師
同
院
之
だ
上
人

厄
銅
鉱
儲
井
房

同
院
第
四
［
〓
】
悟
上
人

－
弁
耀

－
霊
典

（2）

ま
た
、
高
山
寺
所
蔵
聖
教
類
の
奥
書
に
見
え
る
と
こ
ろ
を
引
く
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
宝
楼
閣
法
（
重
文
第
二
部
響
三

（
内
題
下
）
保
元
四
年
正
月
廿
一
日
奉
伝
受
了
　
興
然

（
奥
書
）
　
（
別
筆
）
「
正
応
二
年
五
月
廿
七
日
奉
伝
受
了
　
仁
弁
」

（
又
別
筆
、
巻
尾
紙
背
）
「
建
武
三
年
二
月
九
日
奉
伝
受
了
　
弁
耀
」

○
宇
賀
神
将
供
養
次
算
（
第
八
二
画
聖
三

（
奥
書
）
写
本
云
　
嘉
応
二
年
壬
四
月
一
日
以
三
井
寺
伊
世
之
本
書
了
／
増
党
／
勧
修
寺
僧
興
然
本

弘
安
元
年
十
一
月
廿
一
日
奉
伝
受
了
／
明
耀
本

建
武
三
年
二
月
九
日
奉
伝
受
了
／
弁
耀
本

○
玄
秘
抄
芳
一
（
第
一
〇
二
函
1
号
〔
2
〕
）

高
山
寺
蔵
『
四
巻
抄
開
音
』
に
つ
い
て

三
七
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（
奥
書
）
建
武
四
年
暮
秋
下
旬
之
比
於
二
附
之
／
部
屋
書
写
終
功
畢
　
金
剛
仏
弁
耀
墨

○
玄
秘
抄
第
三
（
同
右
〔
4
〕
）

（
奥
書
）
建
武
五
年
林
鐘
中
旬
之
比
於
方
便
智
院
二
階
部
屋
／
書
写
畢
　
金
剛
仏
子
弁
耀
廿
四
／
交
了

こ
れ
に
よ
っ
て
弁
耀
は
建
武
四
年
二
十
三
歳
、
五
年
二
十
四
歳
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
書
の
成
立
年
は
、
「
二
月
晦
日
」
と
の
み
し
か
な
く
、
不
明
で
あ
る
が
、
何
人
か
に
伝
受
し
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
注
釈
し
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
す
る
と
、
『
四
巻
抄
聞
書
』
も
二
十
代
で
作
成
さ
れ
て
い
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
こ
の
書
も
建
武
年
間
頃
か
ら
そ
れ
以
後
に
成
立
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

誰
に
伝
受
し
た
の
か
も
奥
書
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
は
、
右
の
『
宝
楼
閣
法
』
の
奥
書

に
、
興
然
が
伝
受
し
、
仁
弁
が
伝
受
し
、
弁
耀
が
伝
受
し
た
記
事
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
こ
の
書
も
師
の
仁
弁
か
ら
伝
受
し
た
も
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
高
山
寺
所
蔵
の
『
四
巻
抄
一
巻
不
審
記
置
之
』
で
は
じ
ま
る
『
〔
四
巻
抄
一
巻
不
審
事
〕
』
と
仮
題
さ
れ
た

（3）

l
紙
で
あ
る
。
こ
の
一
紙
は
、
片
仮
名
交
り
の
問
答
体
で
書
か
れ
た
『
四
巻
抄
』
の
う
ち
の
若
干
の
事
項
に
つ
い
て
の
注
釈
で
あ
っ
て
、
例
え
ば

次
の
よ
う
な
文
が
見
え
る
。

（フ）

○
昌
キ
リ
ト
云
ハ
如
何
□
ロ
フ
ツ
キ
リ
ト
云
同
事
也
ほ
（
4
）

注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
一
紙
の
中
に
次
の
一
文
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。

空
師
故
上
人
御
房
へ
尋
申
テ
別
二
記
置
之
可
見
得
也

「
空
師
」
は
「
空
達
房
」
、
す
な
わ
ち
、
先
の
法
系
図
に
見
え
る
定
其
の
こ
と
。
定
真
は
興
然
と
高
弁
と
を
師
と
し
た
が
、
「
故
上
人
細
房
」
と
呼

（5）

ぶ
の
は
、
そ
の
呼
び
方
か
ら
見
て
高
弁
を
さ
す
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
定
真
が
師
の
高
弁
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
を
記

し
た
『
四
巻
抄
』
の
注
釈
が
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。



そ
の
よ
う
に
考
え
て
よ
い
な
ら
ば
、
輿
然
の
『
四
巻
抄
』
は
、
高
山
寺
に
お
い
て
高
弁
以
来
代
々
伝
え
ら
れ
て
き
て
お
り
、
弁
耀
も
師
の
仁
弁

か
ら
伝
え
ら
れ
た
、
そ
れ
を
注
し
と
ど
め
た
の
が
今
問
題
に
し
て
い
る
『
四
巻
抄
聞
書
』
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
。
『
〔
四
巻

抄
一
巻
不
審
事
〕
』
の
注
者
が
誰
で
あ
る
か
ば
明
ら
か
で
な
い
が
、
定
真
以
後
の
高
山
寺
関
係
者
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
書
も
高
弁
以
来
の
『
四
巻
抄
』
伝
受
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

四
、
原
典
『
四
巻
抄
』
に
つ
い
て

『
四
巻
抄
聞
書
』
が
注
釈
し
た
と
こ
ろ
の
原
典
『
四
巻
抄
』
に
つ
い
て
は
本
書
の
巻
頭
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

□
此
四
巻
抄
者
理
明
房
阿
閤
梨
興
然
結
集
也
（
一
行
目
）

興
然
の
『
四
巻
抄
』
に
つ
い
て
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
や
『
密
教
大
辞
典
』
を
見
る
と
、
『
四
巻
抄
』
は
、
『
四
巻
』
の
異
名
で
あ
り
、
「
興
然
（
智

海
）
が
天
養
・
久
安
・
久
寿
・
保
元
・
平
治
・
永
暦
の
十
数
年
に
亘
っ
て
、
寛
信
法
務
・
明
海
巳
講
（
実
運
）
・
大
法
房
実
任
・
助
阿
簡
梨
観
祐
四

師
か
ら
相
承
し
た
所
の
法
を
記
し
て
ゐ
る
」
（
前
者
に
よ
る
）
と
い
い
、
智
山
専
門
学
校
・
宝
菩
提
院
に
所
蔵
さ
る
る
こ
と
を
記
し
、
『
大
正
新
修

大
蔵
経
』
に
智
山
本
を
収
め
る
こ
と
を
記
す
。

同
じ
辞
典
に
よ
る
と
、
『
四
巻
抄
』
と
題
す
る
書
に
は
、
興
然
の
『
四
巻
』
に
つ
い
て
栄
海
（
一
二
七
八
－
二
二
四
八
）
が
蓼
雅
に
面
授
し
た
書

も
あ
っ
て
、
興
然
の
『
四
巻
』
と
は
目
次
に
出
入
り
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
本
の
所
在
に
つ
い
て
は
記
さ
な
い
た
め
、
対
比
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
、
蓼
雅
の
そ
れ
が
、
興
然
の
書
の
抄
出
本
と
し
て
一
異
本
の
関
係
に
あ
る
の
か
、
興
然
の
書
に
対
す
る
注
釈
で
あ
る
の
か
明
ら
か
で
な

い
。ま

た
、
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
る
と
、
栄
海
口
決
・
俊
然
記
の
『
四
巻
抄
』
が
勧
修
寺
等
に
伝
存
し
、
『
真
言
宗
全
書
』
三
一
に
高
野
山
宝
寿
院

本
が
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
俊
然
が
、
栄
海
の
口
決
と
、
栄
海
の
『
傭
避
羅
抄
』
興
然
『
四
巻
抄
』
に
よ
っ
て
記
述
し
た
も
の

（
『
真
言
宗
全
書
』
解
題
）
と
い
い
、
『
大
正
蔵
』
所
収
本
と
は
内
容
が
異
る
。

高
山
寺
蔵
『
四
巻
抄
聞
書
』
に
つ
い
て
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と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
更
に
一
本
、
右
の
辞
典
に
記
さ
な
い
『
四
巻
抄
』
（
巻
一
と
巻
四
）
が
高
山
寺
に
伝
存
す
る
。
次
の
外
題
を
も
つ
二
巻
の
書

が
そ
れ
で
あ
る
。

（6）

転
法
輪
等
　
巻
子
本
一
軸
　
重
文
第
二
部
2
0
号（7）

未
聞
持
法
等
　
巻
子
本
一
軸
　
重
文
第
二
部
2
1
号

（8）

二
巻
は
料
紙
・
筆
跡
等
同
じ
の
僚
巻
で
、
前
者
が
『
四
巻
抄
』
巻
第
一
、
後
者
が
同
巻
第
四
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
『
四
巻
抄
』
巻
第
四
で

あ
る
『
求
固
持
法
等
』
に
次
の
奥
書
が
あ
る
。

正
和
二
年
五
月
一
日
於
相
州
鎌
倉
二
階
堂
／
亀
淵
房
以
他
本
奉
受
二
位
僧
正
御
房
了
／
金
剛
資
栄
海
鴨
栖

（
？
）

（
別
筆
）
「
貞
和
二
年
間
八
月
十
日
以
口
伝
一
部
四
巻
授
／
宣
恵
閣
梨
　
栄
海
」

（
又
別
筆
）
「
応
永
十
年
十
二
月
十
六
日
一
部
四
巻
等
恵
律
師
／
授
之
畢
〓
ボ
秘
決
当
流
限
肝
也
伝
受
之
後
／
葉
可
知
祖
恩
而
巳
　
実
信
」

こ
の
奥
書
に
よ
っ
て
み
る
と
、
こ
の
『
四
巻
抄
』
は
栄
海
が
何
人
か
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
『
大
正
蔵
』
所
収
本
に
一

部
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
別
の
書
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
．
る
。
こ
こ
に
や
は
り
高
山
寺
所
蔵
の
血
脈
か
ら
勧
修
寺
流
（
又
栂
尾
流
）
の
法
系

を
引
く
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
関
係
部
分
の
み
）

同
（
勧
修
寺
）

慈
尊
院
本
原
　
同
院
出
雲
大
僧
都
同
院
僧
正
　
同
院
僧
正
　
同
院
大
僧
正

興
然

理
明
房

ア
サ
リ

－
栄
然
・
「
「
l
l
l
栄
辱
　
－
　
聖
済
1
栄
海

二
位
　
　
　
　
民
部
由

栂
尾
明
恵
上
人

去
弁
」

訂
空
達
上
人

要
す
る
に
『
四
巻
』
乃
至
は
『
四
巻
抄
』
な
る
書
は
四
種
（
た
だ
し
一
種
は
未
見
）
の
本
が
存
す
る
こ
と
に
な
る
。



①
『
四
巻
』
ま
た
は
『
四
巻
抄
』
　
興
然
撰

②
『
四
巻
抄
』
　
某
伝
授
栄
海
記

③
『
四
巻
抄
』
　
栄
海
伝
授
蓼
雅
記

④
『
四
巻
抄
』
　
栄
海
伝
授
俊
然
記

未
見
の
③
を
除
く
三
種
の
本
と
、
『
四
巻
抄
開
音
』
と
を
比
べ
る
と
、
『
四
巻
抄
開
音
』
は
⑧
の
本
を
注
釈
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
し
か
も
、

『
開
音
』
の
原
典
は
高
山
寺
現
蔵
本
そ
の
も
の
乃
至
は
こ
れ
に
極
め
て
近
い
本
で
は
な
か
っ
た
か
と
見
ら
れ
る
。
聞
書
に
「
是
マ
テ
表
「
裏
欺
」

（
左
傍
補
入
）
ノ
上
重
読
給
如
法
愛
染
王
ヨ
リ
麦
ノ
下
重
二
懸
也
」
（
1
4
6
行
）
と
あ
る
と
こ
ろ
は
、
高
山
寺
本
『
四
巻
抄
』
で
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
お

シ
ヤ
ウ
サ
イ

り
、
聞
軍
に
「
朱
付
二
接
災
ハ
息
災
也
」
（
6
1
行
）
と
あ
る
と
こ
ろ
は
高
山
寺
本
『
四
巻
抄
』
に
は
朱
筆
書
入
れ
中
に
「
接
災
」
と
見
え
る
と
い
っ

た
具
合
で
あ
る
。五

、
お
　
わ
　
り
　
に

『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
る
と
、
『
四
巻
抄
』
の
注
釈
書
に
は
は
か
に
次
の
書
が
伝
存
す
る
ら
し
い
が
、
調
査
の
械
会
を
得

て
い
な
い
。

四
巻
抄
第
四
閏
書
一
冊
　
寛
永
年
間
写
　
宝
菩
提
院

四
巻
抄
聞
書
　
三
冊
　
徳
川
時
代
写
　
金
剛
三
昧
院
・
宝
菩
提
院

四
巻
抄
口
伝
記
　
四
巻
　
実
順
記

四
巻
抄
口
筆
一
帖
　
足
利
時
代
写
　
宝
菩
提
院

四
巻
抄
第
一
聞
書
一
帖
　
応
永
一
〇
写
　
宝
菩
提
院

四
巻
抄
聞
書
　
高
野
山
光
台
院
（
師
口
伝
授
開
署
と
合
八
冊
）

高
山
寺
蔵
『
四
巻
抄
聞
書
』
に
つ
い
て
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四

二

こ
れ
ら
の
本
の
う
ち
に
本
稿
で
取
り
上
げ
た
『
四
巻
抄
』
聞
書
と
同
系
の
書
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
別
の
書
で
あ
る
場
合
相
互
の
影
響
関
係
は
認

め
ら
れ
る
の
か
等
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
同
系
の
書
が
あ
る
に
し
て
も
、
な
い
に
し
て
も
、
高
山
寺
蔵
『
四
巻
抄
聞
書
』
は
成
立
も

書
写
も
最
も
古
い
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

ぉ
ゎ
り
に
、
こ
の
資
料
に
認
め
ら
れ
る
注
意
さ
れ
る
言
語
事
象
の
若
干
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

音
観
閲
係
で
は
、
先
ず
ハ
行
の
動
詞
を
ヤ
行
に
活
用
さ
せ
た
例
が
一
例
認
め
ら
れ
る
。

ア
フ
ケ

○
恵
ハ
覆
定
ハ
仰
テ
二
中
指
ヲ
五
二
指
刊
刺
山
一
叫
ナ
リ
（
犯
行
）

次
に
原
典
の
語
句
の
読
み
方
を
記
し
た
も
の
が
注
意
さ
れ
る
。
原
典
の
語
句
を
抜
出
し
て
こ
れ
に
振
仮
名
を
つ
け
た
だ
け
の
も
の
も
あ
る
が
、

「
読
給
ナ
リ
」
「
読
給
へ
リ
」
と
読
み
方
に
特
に
注
意
し
た
も
の
と
し
て
、
次
の
例
が
あ
る
。

イ
ウ
ス
イ

○
幽
遼
ト
属
給
ナ
リ
（
2
3
5
行
）

カ
ウ
シ

○
構
枝
ト
読
給
へ
リ
（
3
4
8
行
）

∞
シ
ャ
ウ

○
論
匠
ト
読
給
へ
リ
（
3
5
6
行
）

イ
ン
ヤ
ウ
ホ
ン
ヘ
イ

○
陰
陽
反
間
印
読
給
ナ
リ
（
3
9
1
行
）

チ

セ

ン

チ

シ

ヤ

ウ

○
地
前
地
上
卜
読
給
へ
リ
（
4
1
3
行
）

フ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ

ン

　

ヲ

サ

フ

○
留
（
右
傍
に
「
ル
欺
」
と
墨
書
）
難
　
鎮
読
給
へ
リ
（
4
4
6
行
）

「
地
前
地
上
」
の
例
は
「
セ
ン
」
「
シ
ャ
ウ
」
を
清
音
に
読
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
字
音
の
読
み
方
を
注
し
た
も
の
は
〔

「
留
難
」
の
例
を
除
い
て
、
呉
音
に
読
ま
ず
、
漢
音
に
読
ん
だ
と
い
う
点
に
注
目
し
て
い
る
も
の
か
と
見
ら
れ
る
。
「
留
難
」
の
例
は
、
「
ル
」
の

フ

ナ

ン

単
な
る
誤
写
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
ま
た
、
「
ル
」
の
音
を
「
ブ
」
に
聞
き
誤
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
か
。

文
字
表
記
関
係
で
は
、
抄
物
書
き
と
宛
字
と
が
注
意
さ
れ
る
。
本
間
書
に
認
め
ら
れ
る
抄
物
書
き
を
列
挙
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

苛
（
菩
薩
＝
糾
・
拓
・
郎
・
1
－
5
行
）
　
｛
瓶
印
（
宝
）
（
1
1
7
行
）
　
｛
珠
（
宝
〓
4
4
1
行
）
　
山
女
（
宝
如
）
（
鋤
・
鍋
・
3
5
5
行
）
　
三
山
（
室
生
〓
聖



3
5
5
行
）
　
虫
印
（
地
）
（
1
1
7
・
1
2
1
・
1
4
3
・
1
4
4
行
）
　
甘
子
（
柑
）
（
1
2
7
行
）
　
伝
法
シ
丁
（
藤
頂
）
（
1
4
0
行
）
　
仏
丁
（
頂
）
（
4
2
5
行
）
　
淡
「
王
（
魔
）
（
1
5
2
行
）

「
沢
（
広
）
（
3
6
1
行
）
　
障
専
（
碍
）
（
2
0
4
・
2
1
5
行
）
　
仏
β
（
部
）
（
2
4
3
行
）
　
尤
王
（
竜
）
（
m
行
）
　
台
蔵
（
胎
）
（
4
2
6
行
）
　
帝
尺
（
釈
〓
4
4
5
行
）
　
土

心
水
師
（
堅
恵
法
）
　
（
4
5
1
行
）

（9）

こ
れ
ら
の
抄
物
書
き
は
、
概
し
て
他
資
料
に
も
よ
く
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
「
尤
王
」
と
「
土
心
水
師
」
と
は
次
の
よ
う
に
見
え
、

○
尤
王
　
竜
王
也
（
3
9
9
行
）

○
土
心
水
師
ハ
重
患
法
師
ナ
リ
恵
某
所
変
ナ
リ
（
4
5
1
行
）

原
典
に
見
え
る
抄
物
書
き
を
、
聞
書
で
説
明
す
る
と
い
う
形
で
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
「
尤
」
は
珍
し
い
抄
物
書
き
で
は
な
く
、
ま
た
、
「
土
心
水

師
」
に
つ
い
て
は
小
林
芳
規
博
士
が
注
9
論
文
で
醍
醐
寺
の
資
料
に
よ
っ
て
報
告
し
て
お
ら
れ
る
。
他
に
例
を
知
ら
な
い
も
の
と
し
て
は
「
甘
」

（
柑
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
「
甘
子
」
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

〇
一
甘
菓
ハ
甘
子
ナ
リ
器
二
盛
テ
為
三
昧
耶
形
云
と
（
1
2
7
行
）

原
典
『
四
巻
抄
』
（
高
山
寺
本
）
　
に
は
「
三
摩
形
甘
菓
盛
器
」
と
あ
っ
て
、
杯
に
小
粒
の
丸
い
も
の
を
盛
っ
た
図
が
あ
る
。
こ
れ
は
相
子
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
、
「
甘
子
」
は
「
相
子
」
の
抄
物
書
き
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

右
の
抄
物
書
き
に
つ
い
て
一
つ
注
意
さ
れ
る
の
は
、
原
典
．
『
四
巻
抄
』
に
も
抄
物
書
き
は
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
原
典
『
四
巻
抄
』
（
高
山
寺

本
）
と
『
四
巻
抄
聞
書
』
と
を
比
べ
る
と
、
原
典
で
通
常
の
字
体
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
、
開
音
の
方
で
抄
物
書
き
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

例
が
い
く
ら
か
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
高
山
寺
本
『
四
巻
抄
』
が
伝
存
す
る
転
法
輪
法
の
範
囲
に
つ
い
て
、
両
本
の
同
じ
箇
所
で
対

応
し
て
い
る
例
を
取
上
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

金
剛
界
苛
印
（
開
音
5
4
行
）
　
－
　
金
剛
界
菩
薩
印
（
原
典
）

一
切
仏
事
（
間
書
6
5
行
）
　
－
一
切
仏
音
（
原
典
、
但
し
割
注
部
分
）

や
瓶
印
（
聞
書
1
1
7
行
）
　
－
　
宝
瓶
印
（
原
典
）

高
山
寺
蔵
『
四
巻
抄
開
音
』
に
つ
い
て
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仏
β
（
開
署
2
4
3
行
）
　
－
　
仏
部
（
原
典
）

例
数
が
少
い
け
れ
ど
も
、
原
典
で
通
常
の
字
体
で
あ
る
も
の
が
開
音
で
抄
物
書
き
に
な
っ
て
い
る
三
例
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
逆
例
は
認
め
ら
れ

ず
、
と
も
に
抄
物
書
き
に
な
っ
て
い
る
一
例
は
原
典
の
用
例
が
割
注
部
分
に
認
め
ら
れ
る
例
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
抄
物
書
き
が
聞
書
の
類
に

用
い
ら
れ
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
に
一
般
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
今
後
こ
の
よ
う
な
対
比
で
き
る
例
か
ら
抄
物
書
き
を
見
て

い
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

次
に
宛
字
を
見
る
と
次
の
例
が
認
め
ら
れ
る
。

○
薬
l
菖
蒲
ト
有
ハ
刊
刊
皿
ノ
事
ナ
リ
（
1
7
行
）
「
石
苫
」
の
宛
字
か
。

○
矧
刻
（
右
傍
に
「
凡
欺
」
と
墨
書
）
ノ
位
ニ
ハ
肉
赤
色
（
1
8
5
行
）
「
凡
夫
」
の
宛
字
か
、
別
字
と
も
考
え
ら
れ
る
。

原
典
に
存
す
る
宛
字
を
開
音
で
説
明
し
た
も
の
も
あ
る
。

ロ

タ

ノ

ホ

カ

ナ

H

ソ

，

P

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

l

O
雄
二
六
外
一
云
者
大
師
御
請
来
外
無
事
欺
（
1
3
3
行
）
「
録
」

○
甜
云
者
鴛
恵
事
也
（
1
6
6
行
）
「
賀
意
」

語
彙
で
は
、
手
の
指
の
名
前
や
仏
教
の
作
法
上
の
事
物
に
関
す
る
語
詞
を
得
る
が
、
中
で
も
、
「
ア
フ
グ
」
（
仰
）
　
の
他
動
詞
下
二
段
活
用
形
の

例
（
一
例
は
先
掲
の
「
指
チ
カ
ユ
ル
」
の
例
文
中
に
見
え
る
）
や
、
接
尾
辞
「
カ
ス
」
の
例
、
擬
声
擬
態
語
「
フ
ッ
ト
」
（
注
4
参
照
）
な
ど
が
注
意
さ

れ
る
。〇

両
手
金
剛
拳
ニ
シ
テ
拳
ヲ
刊
可
列
到
小
指
ヨ
リ
開
（
1
1
9
行
）

○
印
右
手
ヲ
刊
列
ケ
l
中
指
空
指
相
捻
シ
テ
円
工
作
ナ
リ
（
1
2
8
行
）

1

－

J

舅

　

　

　

　

　

　

テ

○
観
自
在
菩
薩
印
左
右
拳
ニ
シ
テ
定
率
ヲ
胸
ノ
側
二
仰
　
右
拳
ノ
小
指
ヲ
立
（
3
6
7
行
）

○
師
子
口
印
ハ
例
ノ
内
五
古
印
二
二
水
イ
カ
ラ
カ
シ
立
テ
如
牙
シ
テ
二
大
ニ
テ
カ
マ
セ
タ
ル
印
也
（
1
8
2
行
）



注（
1

（
2

（
3

（
4

『
明
恵
上
人
資
料
夢
二
』
に
収
む
。

『
高
山
寺
経
蔵
典
籍
文
書
目
録
』
に
よ
る
。

第
一
〇
五
函
五
八
号
。
鎌
倉
中
期
写
。

ち
な
み
に
『
四
巻
抄
開
署
』
の
こ
の
部
分
の
説
明
は
次
の
通
り
。

○
筒
作
ニ
ッ
フ
ヰ
リ
ハ
フ
ッ
ト
キ
リ
タ
ル
コ
、
ロ
ナ
リ
（
三
二
行
目
）

（
5
）
　
小
林
芳
規
博
士
の
御
教
示
に
よ
る
と
、
定
真
は
、
師
の
興
然
、
高
弁
を
さ
す
の
に
、
若
い
頃
は
「
理
明
房
阿
闇
梨
」
、
「
明
恵
房
阿
閣
梨
」
と
呼
ぶ
が
、
五

十
七
歳
頃
に
は
高
弁
を
さ
し
て
「
上
人
御
房
」
と
呼
ん
だ
例
（
高
山
寺
蔵
『
宝
楼
閣
次
算
』
（
第
一
二
九
函
二
〇
号
）
・
『
宝
楼
閣
頸
次
第
』
（
第
一
二
九
函
一

六
号
）
奥
書
）
が
あ
り
、
一
方
、
晩
年
の
例
に
な
る
が
、
興
然
を
「
先
師
上
人
」
（
高
山
寺
蔵
『
五
秘
密
口
決
先
師
』
（
第
一
二
九
函
五
号
）
・
『
五
秘
密
専
念

詞
次
第
』
（
重
文
算
一
部
一
五
八
号
）
奥
書
）
「
先
師
理
明
房
」
（
高
山
寺
蔵
『
薬
王
法
』
（
欝
四
〇
函
五
九
号
）
奥
書
）
と
呼
ん
で
い
る
。
な
お
、
定
真
に
つ

い
て
は
小
林
博
士
「
高
山
寺
蔵
定
真
本
と
そ
の
国
語
資
料
と
し
て
の
価
値
」
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
　
6
4
輯
）
参
照
。
「
上
人
御
房
」
と
い
う
呼
び
方
に
つ
い

て
は
奥
田
勲
氏
か
ら
も
教
示
を
得
た
。

（
6
）
　
紺
色
表
紙
。
縦
三
〇
・
五
糎
。
外
題
直
接
「
一
転
法
輪
等
」
と
墨
書
。
表
紙
に
「
甲
五
十
三
箱
」
と
墨
書
。
ま
た
「
刀
水
箱
」
と
朱
書
。
尭
印
「
心
蓮
院
」

あ
り
。
二
段
に
分
け
て
、
墨
界
縦
一
二
・
五
糎
前
後
、
幅
二
糎
前
後
。
表
紙
見
返
に
次
の
通
り
目
次
を
記
す
。

転
法
輪
　
　
愛
染
王
　
　
　
仏
眼

金
輪
　
　
　
大
仏
頂
己
上
五
両

五
大
虚
空
蔵
　
八
字
文
殊
　
　
同
鎮
家

六
字
文
殊
　
　
五
字
文
殊
　
　
一
字
文
殊

弥
勅
　
　
　
大
元
　
　
　
　
円
満
金
剛

大
金
剛
輪
　
　
七
星
如
意
輪
　
許
可

港
頂
己
上
十
三
襲

（
7
）
　
体
裁
等
『
転
法
輪
等
』
に
同
じ
。

（
8
）
　
こ
の
二
巻
の
書
が
『
四
巻
抄
』
四
巻
の
う
ち
の
二
巻
（
巻
罪
一

四
）
　
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
は
、
高
山
寺
所
蔵
の
古
包
紙
一
紙
（
芳
一
▼
七
二
函
2

号
〔
1
〕
、
縦
四
六
・
五
糎
×
横
三
四
・
〇
糎
、
嘉
に
「
献
上
／
自
宝
弐
両
／
以
上
／
千
手
院
／
真
空
」
と
あ
る
。
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
こ
と
が
手
掛
り
と

高
山
寺
蔵
『
四
巻
抄
開
音
』
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

な
っ
た
。

正
和
二
（
「
四
」
を
「
二
」
に
訂
し
、
更
に
右
傍
に
「
二
」
と
墨
書
）
五
月
∵
日
於
二
階
堂
奉
受
二
位
僧
正
御
房
了
／
金
剛
資
栄
海
豊
／
「
三
巻
自
分
内

少
欠
」
（
墨
消
）

甲
／
第
五
十
三
箱
／
四
巻
抄
勧
　
四
巻

こ
の
色
紙
は
『
四
巻
抄
』
四
巻
の
色
紙
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
「
正
和
二
年
…
…
」
の
記
事
が
、
『
求
間
持
法
等
』
の
奥
書
と
一
致

す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
『
求
聞
持
法
等
』
が
『
四
巻
抄
』
で
は
な
い
か
と
い
う
日
で
見
て
み
る
と
、
『
四
巻
抄
』
の
巻
四
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
同
じ
桐
箱
に
収
め
ら
れ
た
『
転
法
輪
等
』
が
同
じ
く
巻
昇
一
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
『
転
法
輪
等
』
『
求
聞
持
法
等
』
の
書
名
が
付
け
ら

れ
て
い
る
の
は
、
『
四
巻
抄
』
の
巻
二
・
四
の
巻
首
の
内
容
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
見
る
と
、
伝
存
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
僚
巻
、
『
四

巻
抄
』
準
堅
一
二
二
は
、
そ
の
巻
頭
が
そ
れ
ぞ
れ
「
法
華
経
法
」
「
薬
師
」
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
書
名
で
高
山
寺
に
伝
存
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い

が
、
今
の
と
こ
ろ
伝
存
の
有
無
を
確
認
し
え
て
い
な
い
。

（
9
）
　
小
林
芳
規
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
（
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
特
輯
号
3
一
九
七
一
二
ニ
）

〔
付
記
〕
　
あ
た
た
か
い
御
芳
情
を
賜
わ
っ
て
い
る
高
山
寺
の
方
々
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
拙
い
報
告
を
作
成
す
る
に
つ
い
て
、
高
山
寺

典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
の
方
々
に
種
々
御
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
わ
け
て
も
小
林
芳
規
博
士
に
は
細
部
に
わ
た
っ
て
御
指
導
下
さ
い
ま
し
た
。
記
し
て
謝
意

を
表
し
ま
す
。




